














Fake news disseminates all over the world and gives rise to a significant number of 
problems. This study overviews the current information environment created by the advent 
of the internet and focuses on the use of media literacy in preventing the spread of fake 
news. Furthermore, it reports the practices and results of the compulsory subject taught 
by Japanese communication departments and elucidates the usefulness of developing media 
literacy among college students. 
キーワード： メディアリテラシー、フェイクニュース、フィルターバブル、情報生態系、イン
ターネット、新聞学習


























































































































たりの利用時間は 177 分、休日は 251.1 分である。テレビに次いで利用時間が長いのはインター
ネットで、平日が 112.4 分、休日は 145.8 分となっている。
しかし、図 3－1に示した年代別のデータを見ると、10 代 20 代の若年層ではインターネット
利用時間がテレビ視聴時間よりも長いことがわかる。休日のメディア平均利用時間では、この傾
向がさらに顕著である（図 3－2）。10 代に限れば、休日 1日のインターネット利用時間は 271 分
で、他の世代に比べ突出している。これは、実に 1日のうち 6分の 1以上もの時間をインター
ネット利用に費やしているということである。
図 3－1　平成 30 年度〈平日 1日〉主なメディアの平均利用時間（全年代・年代別）
「平成 30 年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書」（総務省）をもとに筆者作成
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図 3－2　平成 30 年度〈休日 1日〉主なメディアの平均利用時間（全年代・年代別）
「平成 30 年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書」（総務省）をもとに筆者作成
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表 3－1　平成 30 年度 利用しているテキスト系ニュースサービス（全年代・年代別）
「平成 30 年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書」（総務省）をもとに筆者作成
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れに続く。しかし年代別に比較すると、年代が上がるほど「紙の新聞」の利用率が高まる傾向に
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して、朝日新聞（2017 年 5 月 18 日朝刊）、読売新聞（2017 年 1 月 28 日朝刊）、日本経済新聞
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〔注〕
 1　NHK「放送記念日特集　フェイクニュースとどう向き合うか―“事実”をめぐる闘い―」2018年 3月 22日
放送
 2　Macquarie Dictionaryは fake newsを “disinformation and hoaxes published on websites for political purposes or to 
drive web traffi  c, the incorrect information being passed along by social media.” と定義している。
　　https://www.macquariedictionary.com.au/features/word/search/?search_word_type=Dictionary&word=fake+news（最終
閲覧日 2019年 10月 25日）
 3　朝日新聞　2018年 2月 9日朝刊
 4　Buzz Feed JAPAN 2019年 2月 18日配信
　　https://www.buzzfeed.com/jp/kotahatachi/fi fi -renho（最終閲覧日 2019年 10月 25日）
 5　総務省情報通信政策研究所「平成 30年度 情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」
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また、メディアリテラシーには「メディアを批判的に分析すること」と「メディアを使って表
現すること」の二つの柱がある。SNSを通して発信していく機会も多い学生にとって、「メディ
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ディアづくり」の観点からの効果的な取り組みを探ることを、今後の課題としたい。
